
売上・利益につながる
AI活用のセオリー











Claude Code 活用で成果を加速させる

成果を出すためのセオリー





効率化だけを追い求めても、経営的な意味がないケースも多い
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成果を分けるもの

AIは「能力の増幅装置」である

成果の「型」 × AI ＝利益の増幅

型がない（0） × AI ＝ 0

営業改革も、データ分析も、執筆も——「成果を出したことがある仕事」に載せたから価値が生まれた。

営業・マーケでAIが“利益”を生んだと数値で語れる公開事例は、まだ極めて稀。

ここからは、私自身がやり切った実例をお話しします。

AIは「能力の増幅装置」である





セールスイネーブルメント ×AIの本質



※総コスト約1.5億円に対する削減→再投資



マーケティング効率化 ×AIの本質





成果実現のための
最強のAIエージェント

「 Claude Code 」

※Cursor 、 Antigravity なども



Claude Code とは？ ※非エンジニア向け









実例サンプル



受注率の分かれ目になっている要因を Salesforce から分析して



過去の受注実績から、狙うべきターゲットを分類して

最優先

二番手

劣後



A層の顧客にアポをとるメールをつくって



A層の顧客への提案資料を作って









ご清聴ありがとうございました

支援のご相談はこのあとの名刺交換時、またはグロースドライバーHPから
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